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現代中年期女性は女性性をどのように捉えているのか 
― 質問紙調査による女子青年との比較 ― 
瀬戸山 聡子・藤崎 春代 
How do middle-aged and young women in contemporary Japan 
 understand femininity ? 
Akiko SETOYAMA and Haruyo FUJISAKI 
  How do middle-aged women women in contemporary Japan understand the concept of femininity? 
Young women (n=118) and their middle-aged mothers (n=118) participated in a study, in which the 
Femininity Consciousness Scale (FCS) was developed and used to identify four factors: "Personal 
Magnetism," "Traditional Image," "Appearance and Looks," and "Negative Image." Results indicated 
that middle-aged women did not attach as much importance to Appearance and Looks as did young 
women. Moreover, the self-evaluation of middle-aged women was below the average. The Attitudes 
toward ‘Femininity’ Scale (AFS) was also developed and two factors, "Affirmative Attitude" and 
"Negative Attitude" were identified. Results indicated that Affirmative Attitudes were not high and 
Negative Attitudes were low in which group of women. Results of correlation analysis between the 
FCS and AFS indicated that there was a positive correlation between there was a positive correlation 
between Affirmative Attitude, Personal Magnetism and Traditional Image of young women, and that 
Affirmative Attitude and Negative Attitude were positively correlated with Negative image in 
middle-aged women. These findings suggest that the relationship between attitudes and 
consciousness about femininity in contemporary Japan is different in different generations of women. 
 
Key words : middle-aged woman (中年期女性),   femininity (女性性),   consciousness of femininity  
(女性性意識),   attitudes about ‘femininity’ (「女らしさ」に対する態度) , 






























































































































 瀬戸山（2009）より、Bem（1974）の Bem 
Sex-Role Inventory(BSRI)、Spence, Helmreich 
& Stapp（1975）の The Personal Attributes 
Questionaire (PAC)、Heilbrun（1976）の The 
Masculinity-Femininity Scale of the Adjective 
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  Table1 女性性意識尺度の因子分析結果（主因子法、プロマックス回転）と既存尺度との照合 
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性 既存尺度との照合（注）
第Ⅰ因子：人間的魅力　　α=.929
25 強さのある .87 -.18 .15 .05 .65 M
26 自分に責任をもてる .86 -.04 -.05 -.05 .75 H
17 厳しさのある .79 -.01 -.12 .11 .61 M
18 健康である .79 -.13 -.01 -.14 .63 H
12 視野の広い .78 .04 -.11 -.06 .69 H
46 頭の良い .77 -.19 .21 -.03 .50 H
11 たくましい .76 -.13 -.02 .08 .50 M
40 自分の生き方のある .75 -.11 .13 -.16 .57 H
28 想像力豊かである .71 -.03 .01 .25 .48 H
14 忍耐強い .69 .12 -.17 .10 .56 H/M
34 自分を大事にする .67 -.08 .08 .04 .40 H
44 楽天的である .64 -.18 .13 .17 .33 H
23 社交性に富んでいる .59 .01 .12 .01 .35 H
31 心の広い .56 .33 .07 .00 .57 H
 9 協調性がある .55 .16 .00 .00 .39 H
48 人と協力する .55 .37 -.07 .01 .57 H
21 正直である .48 .31 -.24 -.03 .46 H
 3 誠実である .47 .29 -.10 -.06 .41 H/F
15 明るい .47 .31 .10 .03 .44 H/F
第Ⅱ因子：伝統的イメージ　　α=.852
24 やさしい -.13 .72 .14 -.14 .58 F/M
 6 思いやりがある .12 .62 -.01 -.22 .49 F/M
10 繊細である -.24 .61 -.03 .20 .38 F
13 言葉使いが丁寧である .18 .58 -.10 .02 .40 F
 5 あたたかい .06 .57 .18 -.14 .47 M/H
36 愛情深い -.04 .55 .31 -.18 .52 M
47 子ども好きである -.04 .54 .08 .12 .35 Ｆ
43 家庭志向的である -.07 .52 .15 .18 .41 Ｆ
20 育児に向いている .03 .52 -.02 .13 .30 M
22 人の気持ちを理解する .34 .51 -.10 -.17 .53 F
33 かいがいしい -.12 .48 .07 .20 .31 M
19 情緒的である .12 .47 -.11 .16 .26 F
 2 献身的である -.03 .46 .12 .00 .27 M/H
32 従順である -.01 .46 .14 .29 .41 F
第Ⅲ因子：容姿・容貌　　α=.867
29 きれいである .01 .14 .77 -.04 .68 F
 4 おしゃれである .03 .07 .75 -.07 .58 F
16 美しい -.03 .10 .69 -.04 .53 F/H
 7 色気がある -.17 .01 .67 .11 .57 Ｆ
45 魅力的である .20 .08 .66 -.07 .49 Ｆ
 1 かわいい .09 -.02 .55 -.04 .28 Ｆ
35 服装や髪型に気を配る -.02 .28 .53 -.01 .49 Ｆ
39 異性を意識する .09 -.02 .46 .37 .43 Ｆ
第Ⅳ因子：否定的イメージ　　α=.786　
37 しっと深い -.07 .14 -.07 .74 .55 H
38 だまされやすい .06 .13 -.16 .69 .42 F
27 すぐに泣く -.13 .11 .11 .68 .60 F
41 おだてにのる .36 -.13 .06 .66 .45 F
　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
　 Ⅱ .36
　 Ⅲ -.11 .44














































































































女性性意識総得点 4.19( .50) 4.18(.53)
　Ⅰ.人間的魅力 4.09( .79) 4.39(.76)
　Ⅱ.伝統的イメージ 4.54( .60) 4.45(.57)
　Ⅲ.容姿・容貌 4.56( .71) 4.11(.74)
　Ⅳ.否定的イメージ 2.86(1.01) 2.41(.93)
（）内の数値は標準偏差を表す。
　　　       世代 　
    　　　評価点 世の中 自分自身 世の中 自分自身 　世代 評価点 交互作用
　女性性意識総得点 4.31(.53) 4.26(.52) 4.08(.45) 4.10(.53) 07.23*** 　 .16* 1.73**
　Ⅰ.人間的魅力 4.17(.79) 4.35(.72) 3.99(.78) 4.42(.80) 00.29*** 46.38*** 7.85**
　Ⅱ.伝統的イメージ 4.69(.60) 4.55(.57) 4.38(.57) 4.35(.56) 12.40*** 03.91*** 1.43**
　Ⅲ.容姿・容貌 4.71(.69) 4.36(.72) 4.41(.70) 3.84(.67) 19.45*** 82.18*** 4.92**
　Ⅳ.否定的イメージ 2.94(.99) 2.54(.87) 2.78(1.03) 2.28(.97) 02.38*** 56.78*** 0.66**
（）内の数値は標準偏差を表す。
***p <.001,**p <.01,*p <.05
主効果娘世代(n=90) 母親世代(n=86)

























































































































10 自分の女らしさを認識したいと思う .79 .08 .63
24 異性から「女らしい」と言われたい .77 -.04 .60
20 自分が女らしいかどうか気になることがある .74 .21 .60
45 今の自分よりもっと女らしくなりたい .72 -.02 .52
 7 誰かに女らしさを学びたい .72 .02 .52
26 女らしくなるためにどうすればよいか考えることがある .71 -.05 .51
18 同性から「女らしい」と言われたい .69 -.07 .48
29 何かをした後で、女らしくなかったなあと悔やむことがある .66 .02 .43
33 女らしいと言われる人を見てうらやましいと思うことがある .64 .05 .41
40 他の人とくらべて自分は女らしくないと感じて、気分が落ち込むことがある .61 .16 .39
 1 女らしさとは何か考えることがある .59 -.15 .37
35 他の人の女らしいふるまいを見て自分に取り入れることがある .58 -.22 .39
16 女らしさという基準で次の行動を決めることがある .53 .13 .29
12 異性から「男っぽい」と言われると不快である .52 .01 .27
11 自分の娘には女らしく育ってほしい .50 -.10 .26
52 一人前の女として人から認められたい .49 -.05 .24
47 女らしい服装を好んで身につける .48 -.06 .24
51 女らしくなるためには、努力が必要であると思う .45 -.04 .21
 5 女らしさにこだわっている .44 -.06 .20
21 自分は女らしさにしばられているのではないかと思う .44 .32 .29
46 女らしくなるためには、特別な体験が必要であると思う .41 .28 .25
第Ⅱ因子：否定的態度　　α=.868
37 女らしさから逃げ出したい .18 .74 .58
17 女らしさはわずらわしい .06 .67 .45
36 女らしさを追求することはみっともない -.03 .66 .44
 8 自分にとって女らしさは重荷である .28 .65 .50
 3 女らしさの話題には触れたくない .00 .64 .40
38 女らしさを心がけることはばからしいと思う -.10 .63 .41
13 女らしさはもはや時代遅れであると思う -.12 .61 .39
22 女らしいという言葉は男女差別的である -.07 .58 .34
32 女らしいと言われて、素直に喜べないことがある -.02 .54 .29
31 女らしさとは無関係に生きていきたい -.26 .54 .36
 4 女らしさには関心がない -.37 .48 .37
42 他の人の女らしい態度に反感をおぼえることがある .14 .46 .23
44 魅力的な女性の条件として女らしさは必要ないと思う -.18 .43 .22
43 自分の女らしいふるまいをわざとおさえることがある .17 .43 .21
因子寄与 8.13 5.12 　
因子寄与率（%） 23.13 14.63 　
累積寄与率（%） 23.13 37.85 　













































































３．FCS と AFS の関係の比較（各下位尺度間の相
関分析） 















世代 Ⅰ(SD ) Ⅱ(SD )
 ①娘世代(n=90) 2.43(.54) 1.82(.49)
 ②母親世代(n=86) 2.06(.49) 1.87(.46)
  Ｆ 値 0.744*** .48
  ｔ 値 4.70*** .68
　（ｄｆ ） (174) (174)

































































Table7  尺度間相関分析結果(娘世代(n=90)) 
「女らしさ」に対する態度 Ⅰ.肯定的態度 .035  -.096 .294**  .107  .454***
Ⅱ.否定的態度 .005 .075 -.046 .256**  -.135  .213**
























「女らしさ」に対する態度 Ⅰ.肯定的態度 .032  .028 -.008  .145  .176
Ⅱ.否定的態度 -.028 .096 .072 .204  -.134  -.075

















    .379***
Ⅲ.容姿・
容貌
     .314**
-.062
     .281**
-.088
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